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はじめに

平成 20年 4月の開館より早 8年目を迎えます。

皇紀 2600年（昭和 15年）を記念して建てられた桜井駅跡の記念館「麗天館」は、平成

27年に国登録有形文化財（建造物）として登録を受け、記念プレートが玄関前に設置され

ました。

そのことを記念して島本ライオンズクラブより立体看板が寄贈され、資料館の庭で来館

される方の目印となっています。また、発掘調査により西浦門前遺跡で見つかった、水無

瀬離宮の庭園遺構移築復元に際しましては、住民のみなさまのご参加・ご協力を得ました。

この様に多くの方々にご支援をいただき、資料館は今日も新しい来館者をお迎えしていま

す。

資料館コンサートにも、暑さ寒さもいとわず大勢のみなさまに繰り返しお越しいただき

支えられ、資料館で初のリサイタルで腕を磨く若い音楽家たちの強い味方となっていただ

いております。

ご来館いただく多くのみなさまに、魅力ある催しを企画するべく職員一同日々努力して

おります。温かいご支援に感謝するとともに、何度でもお運びいただけますよう今後とも、

ますます精進いたします。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

平成 28年 9月

島本町立歴史文化資料館

館長吉村光子
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講演会「昭和初期の建造物」

平成 27年 4月 25日

大阪市立大学客員教授

植松清志氏
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K ••し今日は、この歴史文化資料館が登録有形文化財に

登録されたということで、本館を含む昭和初期の建造物の話をするために、古代からの「日本の建

築の変遷」を見て頂きたいと思います。

最初に原始・古代から見てみます。仏教の伝来により仏教建築が移入されてから神社建築が造ら

れるという経緯があります。元来、神社建築は拝殿だけでしたが、仏教建築の影響で本殿も造られ

るようになります。その本殿に発展していく一つの形態が高床家屋だろうと考えられています。登

呂遺跡（静岡県）には、棟持柱を持つ高床家屋が復元されています。棟持柱を持つのは非常に古い

形態で、伊勢神宮社殿（三重県）に見られます。

仏教建築を見ますと、飛鳥寺（奈良県）では、仏舎利を納める最も重要な塔を真ん中にし、左右

背面に金堂が配されています。四天王寺（大阪府）では、左右の金堂がなくなり、法隆寺（奈良県）

は塔と金堂が横並びになる。寺院の中で格の高かった塔の格が下り、仏像を納める金堂の格が上っ

たというように見ることができます。これが飛鳥時代の仏教建築の特色の一つです。奈良時代に、

東大寺（奈良県）では塔が回廊の外に出され、塔が伽藍を恰好良く見せるための装置となります。

寺院自体が仏像のための施設になったというのが奈良時代の特徴です。平安時代末期になりますと、

末法思想により、貴族は自宅に阿弥陀堂を造るようになる。これが浄土教建築です。屋根が瓦葺き

から檜皮葺きとなり、軒下の垂木が細くなります。このあたりから「和」が建築において意識される

ようになります。ただ、「和様」としてまとめるのは、中世に二つの新しい建築様式が入ってきて

からです。

中世になると奈良が焼き討ちにあい、復興のために新しい建築様式が採用されます。大仏様とい

い、有名なのは東大寺南大門です。建築を指導したのは俊乗房重源で、梁を重ねていく非常に合理

的な構造になっています。もう 一つの禅宗様は、円覚寺舎利殿（神奈川県）や正福寺地蔵堂（東京

都）が有名です。軒の反りが非常にきっく、屋根が檜皮葺きです。禅宗様の特徴がよく表れていま

す。中世の建築は、装飾や細工にすぐれたものが多いのですが、その背景には大工道具の発達があ

ります。また、太い材の入手が困難になり、細い材で工夫され、美しい意匠になっていきます。

住宅について見ると、貴族の住宅である寝殿造り 。ただ、寝殿造というのは今の日本の和風住宅

ではありません。床は高床ですが、畳は敷詰めになっていません。大体板張りです。必要なところ

に畳を置く 。屏風や御簾、几帳などで空間を仕切りますが、室としてはワンルームです。

中世の地方武士の住宅が、『法然上人絵伝』に描かれています。武家住宅といっても寝殿造りが

簡略化されたもので、明り障子や遣戸などの建具がたくさん出てきています。絵巻物をみると、畳

は必要なところだけ置いて、掛軸があって机が置いてあり、床の間があります。畳が敷詰めになる

前の建物に東福寺龍吟庵方丈（京都府）があります。板張りの室の周囲に畳が敷かれています。畳
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が敷詰めになり、床の間が常設化されて付書院が造られ、現在の和風住宅の原型ができあがってい

きます。

桃山時代の建築は、実は江戸時代初期まで残りますが、明暦の大火以降、質素な江戸建築になり

ます。建築としては、幕府の権威を示す非常に大きな広間が造られるようになります。江戸城大広

間は下段が格天井、中段が折上格天井、そして将軍が座る上段の間は二重折上格天井となり、近世

の武家住宅には格式がつけられていたことがわかります。

幕末に外国との交流が始まると、日本の大工は外国人の言う通りに建物を造ってしまいます。グ

ラバー邸（長崎県）では、瓦は和風で洋風の煙突がついている。開智学校（長野県）は、初期洋風

建築といいますが、洋風建築とは違うということで擬洋風ともいいます。大阪で有名なのは、泉布

観です。また、世界遺産になった富岡製糸工場（群馬県）は、フランス人バスチャンの設計。そし

て本格的な洋風建築を教えたのが明治 10年 (1877) に来日したイギリス人建築家ジョサイア＝コ

ンドルです。代表作品としては鹿鳴館があります。そのコンドルの教え子が辰野金吾です。辰野が

設計した日銀大阪は、外壁だけ残して使われています。明治には色々なものが入ってきますが、大

正 10年 (1921) くらいになると鉄筋コンクリート造の明治神宮宝物殿（東京都）が造られる。鉄

筋コンクリート造ですが和風が意識されていて技術的にも進んでいます。

明治生命館（東京都）は、歌舞伎座を設計した岡田信一郎の設計です。すごくきっちりした様式

の建築です。明冶期に洋風建築を勉強した建築家が、昭和初期にこういう建築が設計できるように

なっています。一方で、和風にこだわる建築家も出てくる。例としては、池田谷久吉が観心寺思賜

講堂（大阪府）を造っている。和風建築のすごくいい設計がされています。この昭和の始めには、

鉄筋コンクリート造に屋根をかけた建物が多く出てきます。九段会館（旧軍人会館、東京都）では、

壁は洋風、屋根はむしろ寺院風。三津寺（大阪府）も鉄筋コンクリート造です。もう一つ、渡辺仁

設計の国立博物館（東京都）ですが、これも鉄筋コンクリートの壁面に勾配の瓦屋根で迫力があり

ます。

こういう時代に、この歴史文化資料館があります。本館が造られた背景である桜井駅の史跡、こ

の史跡と一緒に造られたのは大きな意味があると思います。外観を見ると、屋根は入母屋屋根です。

正面に突き出した玄関は新しい形式で、長押と格天井はお客様を迎えるという意味で造られたので

しょう。中に入ってみると、中央部が折上げ格天井、周囲の回廊部分は悼縁天井ですから、中央部

と回廊部分では室の格が違うのがよくわかります。

さて、登録有形文化財とはいったい何なんだろうか。文化財には、重要文化財と特に大事な国宝

があります。これらは指定で、規制も厳しい。登録有形文化財は、 1996年に文化財保護法が改正さ

れてできた制度ですが、文化財の登録原簿に登録された有形文化財のことです。

大阪府は、この制度ができてから、非常に熱心に登録申請を出しました。なぜかというと、国土

開発や都市計画の進展や生活様式の変化などにより、破壊の危機に晒されている近代建築を後世に

残していくためです。文化財は、指定されたから大事なのではなく、地域で大切にされているから

文化財です。特にこの資料館は、史跡公園の中の一角にあり、文化としての歴史、建物としての歴

史が一体になっているという点で非常に価値が高いです。気軽に来て、見て頂き、利用してもらえ

たらと考えています。これで今日の話を終わります。ありがとうございました。
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講演会「歴史遺産とまちづくり」

ー住民参加による庭園の発掘・復元・移築・管理一

平成 27年 5月 30日（土）

京都造形芸術大学 芸術学部歴史遺産学科

教授仲 隆裕 氏

本日は歴史遺産とまちづくりというタイトルでお話をさ

せていただきます。

西浦門前遺跡は、後鳥羽上皇の離宮の庭園跡の可能性が高まっている遺跡です。ここで立派な庭

石と池、落差が小さいものの非常に品の良い滝の遺構が確認された訳ですが、保存が難しいので部

分的に遺構を切 り取り、資料館に移築できないかという交渉を町としているところです。そして移

築プロジェク トは、プロに任せきりではなく、 町民のみなさんと一緒にできないかと思っておりま

す。

それぞれの町には歴史があって、その町特有の文化というものがあるわけです。歴史まちづくり

というのは、いろんな町でそれぞれの町の歴史をもう一度ひも といていって、それを伝える遺産に

はどんなものがあるか、文化として残ってるものにどんなものがあるか、それぞれの町を歴史的な

アイデンテイティ ー• 特徴をはっきりさせて、 その魅力を伝えていこうというものです。

それでは、整備や移築の他地域での事例をご紹介いたします。

まず、宇治市の事例です。宇治橋は、大きな街道に架かる橋としては最古に近い記録が残ってい

て、宇治橋が架けられた大化二年の記録が、石碑に残っています。また平安時代からずっと現在ま

で継続している歴史的な街区も一つの個性です。この街区を中心に平等院や宇治上神社、県神社と

いう風な歴史的な建造物、寺院寺社があります。このようによく 知られた観光地で、宇治は賑わっ

ていると他の人から見ると思われるのですが、宇治も新興の住宅地が増えてきて、 町の歴史にはあ

まり興味ない人が増えてきました。そういう中にあって、宇治にはこんな歴史があると、お互いに

町の歴史を語りながら新しい町を作っていく、そんな取り組みが行われています。全国でこういっ

た歴史まちづくりが進められているわけです。

この島本町でも取り組みがされていると思いますが、この西浦門前遺跡、広瀬遺跡など、後鳥羽

上皇、水無瀬離宮に関わる遺跡が確認されて、出土した緑釉陶器など、素晴らしい遺物を使って歴

史をどう受け止め、どんな町を作っていくのか、そういう一つのきっかけに、この庭園移築がなる

と良いな、と期待しています。

次に、承久の乱によって隠岐に流された後鳥羽上皇のお世話をしたという伝承をもつ村上家とい

うお宅について紹介します。村上家は、地元の海士町に建物を寄贈されました。そこで後鳥羽上皇

あるいは村上家を偲ぶ文化施設を造ることになりまして、建物と庭園の調査と整備が行われました。

村上家庭園の発掘調査は、島本町と深い後鳥羽上皇と関わりをもつ庭園整備ですので、その事例を

見ていただこうと思います。

村上家は、昭和の初めに建て替えられておりますので、鎌倉時代や室町時代の建物の風情はない
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のですが、木造の趣ある素晴らしい建物です。後鳥羽上皇を偲んでつくられた庭園がありますが、

荒れているので、建物の改築修理とあわせて、庭園の復元を行うことになったわけです。まず、草

刈りをして、地形の実測を行いました。最初に トレンチ調査といいまして、士を削って、下にどん

な遺跡があるのか確認する仕事を行っています。このように埋蔵文化財の発掘調査の手法を使うと

地下にどんな庭園が眠っているのかわかります。その後整備に入っていきます。一枚だけ古写真が

残っていたのでそれを手がかりに して景石をどこに復元するか検討した結果、建物に一番近い所に

据えられていたということがわかりました。こういう形で、発掘調査や資料調査の成果に基づいて

復元整備が行われたのです。

次に、島本町でこれから行いたいと思っておりますような取り組みが行われた舞鶴市の事例です。

江戸時代の大庄屋の上野家は大きな土地の所有者で、明治維新後、地元を出て国会議員になられま

した。近年、無住のまま置いておくには忍びないということで、舞鶴市に寄贈されました。地元で

は、この歴史遺産を核として地域の振興も進めたいということもあり、自分達の手でできることは

やろうということで、建物の修復はプロに任せるが、庭園の整備をみんなでやろうよ、ということ

になりました。月に一、二回集まって二年ほどかかりましたけども、庭園の復元整備が行われたの

です。過疎が進行してゆくなかで、ここは早くから山村留学や都会の人に田植えの体験をしてもら

うという活動をしてきた村です。この建物を修理した後は地元の料理を楽しんでもらえるような施

設にしようとの計画がたてられました。庭園の方はどうするかということで、村の人は樹木を剪定

して草取りをして砂でもしいたら綺麗になるのでは、と思っておられたのですけど、ここには池が

あったに違いないからと、私の提案でみんなで集まりまして発掘をしました。現在、この上野家を

文化的な行事の中心地にしていこうと、講演会をやったり自然観察会を したり などいろいろなプロ

グラムが組まれて活動されています。西浦門前遺跡でも、庭園が移築されたら、その後それを使っ

てどのようなプログラムを組み、活用できるのかについて考えていけたらよいと思います。

最後に、京都の中で平安時代の庭園がいくつか発掘されて現地保存されているものがあります。

京都の二条城の東にあるホテル建設地から堀河院庭園の滝の石組が発掘され、ホテルの限られた範

囲に滝の石組の一部が移築されました。もう一つは、堀川音楽高校が移転に伴い、その事前の発掘

調査で立派な庭石がでたため、中庭に移築された事例です。

隠岐と舞鶴はその場所に残っていた庭園で荒れた状態にあるものを整備した、という事例ですが、

堀川院庭園は移築ということです。今回ここで、取り組もうとしているのも別の場所で発見された

遺跡の移築です。なるべく広い範囲の遺構を移築したいのですがそうも参りません。また、庭園で

すから、地形が大切ですね。背後の山の形を見ると深い堀のような河が流れ、正面、東の方に大山

崎が見えそのような雄大な風景の中にあってこそ庭園らしくなる。この資料館の敷地内に移築が予

定されていますが、このような環境のすばらしさがどれくらい継承できるだろうか、なかなか難し

い。方角もそうですね。水は高いところから低いところに流れていきますから、上流の方に滝があ

って、低い方に池を作りたい。といっても、ここはまっ平らな土地になるわけですね。どうして起

伏をつくったらいいのだろうか。それからここは水が流れて池だったわけですけども、水をためる

のか。ためないのか。その後の維持管理をどうするのか。様々な問題があります。

これらをしつかり検討し、みなさんでよい移築保存になるよう、一緒に取り組んでいきましょう。

どうもご静聴ありがとうございました。
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講演会「西浦門前遺跡で見つかった水無瀬離宮の庭園移築」

平成 27年 11月 28日（土）

京都造形芸術大学芸術学部歴史遺産学科教授仲 隆裕氏

島本町の西浦門前遺跡では、発掘調査がおこなわれた結果、建物や庭園の痕跡がでてきました。

非常に見事な庭園ですが、現地で保存することがかなわなかったことから、せめて移築保存をしよ

う、ということになりました。そこで 3回に渡って皆さんと移築整備に取り組み、無事完成させる

ことができました。今回、これを移築することになった大きな理由は、水無瀬離宮に関わる庭園で

ある可能性が高いことからですが、特に鎌倉時代の北山第の滝の石とそっくりの小さな滝石組が見

つかったからです。本当は全部を移築できればよかったわけですが、準備期間や費用、労力、敷地

の広さなどさまざまな問題があり、一番主要な部分を資料館の敷地内に移築ということになりまし

た。

今年 7月、庭石を運びましたが、景石には亀裂がはいっていたことから発泡ウレタンで保護して

移動しました。景石は、土の中に埋まっている間に割れてしまったようですね。これを接着するか

どうかは議論になりました。接着剤が膨張することがあるので、もし接着して、これ以上ひび割れ

をおこすと困ります。そこで当分はここを綺麗に清掃してそっと置いておこう、という結果になり

ました。ただし、細かい部分で剥離していたものは接着をしています。

みなさんとともに行った移築ワークショップの一回目は 8月 4日で、現場の実測平面医をもとに

地面の上に石や池の位置を原寸大で表示し、その場所に石を仮置きしま した。そのための地ならし

を行い、あわせて移築する石を洗って大きさ別にわけました。また、景石の小さな破片を接着して

もとの形に復元していくという仕事をしていただきました。

二回目のワークショップは 9月に行われ、地形の造成をしました。土を目標の高さまで盛り上げ

ていくという仕事です。タコという道具で土を突き固めました。そして滝の石組みを、一石だけで

すが、皆さんと復元いたしました。大きな景石の据え付けはワークショップの後、プロの方の協力

を得てクレーンで行いました。発砲ウレタンを半分つけたまま、石を吊り上げて、予定の位置に降

ろしておきま した。このような事前準備をしておいて、 10月 18日、三回目のワークショップ。洗

っていただいた石がようやく活躍する日になりました。斜面に、まず大きな石を置いて、間にそれ

より小さい石、さらに小さい石という順番で打ちこんでいったわけです。池の部分には水を入れた

いという希望もありましたが、白砂を敷いて水を表現しよう、ということになりました。

今回の西浦門前遺跡の庭園遺構は、移築保存ということになりましたけれども、移築されないま

まこわれていく遺跡遺構もたくさんあります。今回、歴史資料館の敷地に移築することができたこ

とは関係者の努力の賜物ですが、現地に近い所で場所を得られればその方が良かったのではないか、

とも思います。今後、水無瀬離宮の庭園遺構が発見される可能性は非常に高い訳です。そういった

意味では、多くの方が集う文化施設の敷地内に、ほんの一部とはいえ移築され、残されていること、

しかも住民の皆さんの手で移築が行われたことは、次の機会での保存に向けての大きな足掛かりに

なるといえるでしょう。今後も、後鳥羽上皇や水無瀬神宮について学ぶ活動が大事だと思います。

どうも有り難うございました。
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展示

常設展 「ひと•もの・みち 」

島本町は、大阪府と京都府の境に位置し、桂川、宇治）11、

木津川の三川が合流する地にあります。町の中心を西国街道

が通り、古来水陸の交通の要衝として栄えてきました。

その街道沿い国史跡桜井駅跡と JR島本駅のすぐ近くに

当資料館があります。

毎年恒例の七夕飾りには、町内の保育所・幼稚園・小学校

より児童が参加して行われました。また、今年は手作りコミ

ュニティ市もあり、短冊に書かれたかわいい願い事は多くの来館者を楽しませてくれました。

口
開館時間 午前 9時 30分～午後 5時

休館日 毎週月曜日（祝日の場合は開館し翌日休館）

12月 29日～ 1月 3日 その他臨時に開館・休館する場合があります。

入館料無料

企画展「国登録有形文化財答申記念」

展示期間：平成 27年 4月 15日 （水） ～ 5月 17日（日）

平成 27年 3月 13日（金）に開催された国の文化審議会文化財分科会において、歴史文化資料館

（旧麗天館）が登録有形文化財（建造物）として登録するよう、文部科学大臣に答申が行われまし

た。これを受けて、答申記念として建物図面や写真をまじえた展示を実施しました。

国の登録有形文化財への登録は本町での第 1号となります。

【登録有形文化財とは】

歴史上、芸術上、学術上価値の高い

ものを総称して「文化財」と呼び、建

造物、絵画、彫刻、書籍等の有形のも

のが「有形文化財」とされます。

文化財のもつ価値から、保存及び

活用の措置が特に必要とされる建造

物が、国の「登録有形文化財（建造

物）」として登録されます
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パネル展示

「西浦門前遺跡庭園遺構写真パネル展～水無瀬離宮庭園復元へ！～」

展示期間 ：平成 27年 5月 20日（水） ～ 12月 13日（日）

平成 26年度に西浦門前遺跡で発見され

た水無瀬離宮の庭園復元にむけて事業を

開始しました。

その初めとして、このパネル展を実施し

ました。これに伴い、展示期間中には 2回

の講演会を実施しました。

企画展「町内発掘調査成果速報展」

展示期間 ：平成 27年 7月 8日（水） ～ 8月 30日（日）

平成 26年度は、青葉地区 ・西浦門前遺跡・広瀬遺跡 ・水無瀬荘跡・水無瀬地区の 5か所で発掘

（試掘調査）を行いました。

今回の速報展では、町内で行った調査の成果

を知っていただくために、これらの調査の写真

パネルや出土遺物を展示しました。

西浦門前遺跡は、平成 26年 9月 20日（土）

~9月 25日（木）に、「西浦門前遺跡発掘調査」

速報展として、一度企画展を開催していますが、

整理作業が進み、新たな知見が得られましたの

で、改めて展示を行いました。

また、広瀬遺跡の発掘調査では、多くの弥生

時代の遺物が出土していますので、西浦門前遺

跡と広瀬遺跡の遺物を中心に展示しました。

，
 



秋の企画展 鳥敵図絵師 吉田初三郎 もう 一つの「桜井周辺図」

展示期間 ：平成 27年 10月 28日 （水） ～ 11月 3日（火 ・祝）

当館所蔵の吉田初三郎「桜井周辺図」（絹本）には、

もう一つ同じ構図で「紙本」のものがあります。傷み

が激しく長年展示できる状態ではありませんでしたが、

修復が終わり今回初公開をしました。

歴史文化資料館の（国）登録有形文化財への登録の

記念式典の実施もあり、 2点同時公開を行いました。

島本の神事展「広瀬地区：辻子ノ町地蔵尊」

展示期間：平成 27年 12月 16日（水） ～平成 28年 1月 31日（日）

毎年8月23日は町内の各所で地蔵菩薩をお祀りす

る夏祭りです。

地域の方々が守り伝えて来られてきました。

辻子ノ町ではかつて、薬師堂の前の広場で江州音

頭にあわせて盆踊りを催し、甘酒がふるまわれたよ

うです。

現在は御詠歌を上げお祀り します。また、夜店も

にぎわいに一役。

地元の子供たちを見守るお地蔵さんです。

秋の展示「水無瀬駒 関連資料」実物展示

展示期間：平成 27年 11月 2日（月） • 3日（火・祝）

例年行っている「水無瀬駒 関連資料」の展示です。

町の文化祭、及び資料館の国登録有形文化財への登

録記念式典の開催もあり、この期間での展示を実施し

ました。

「水無瀬駒 関連資料」のうち、「小将棋（八十ニオ

銘）」漆書、「中将棋（八十六才銘）」墨書と、駒の多

さ、文字の珍しさで前回好評だった水無瀬神宮 30代

忠寿氏制作の「大将棋」の展示を行いました。
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新春企画展

「しまもとの郷土かるた」原画展

展示期間：平成 28年 1月 6日（水） ～ 1月 31日（日）

資料館毎年恒例「しまもとの郷土かるた」原画展も、

今回ですべての原画の紹介が終了しました。

今回の原画展では、「ひ」「も」「せ」「す」「京」の

計 5枚、惟喬親王の水無瀬の宮に始まり、椎尾神社、

山崎に陣をしいた高槻城主高山右近、京と大阪の国境

などの、切り絵で描かれた絵札を展示しました。

【過去の企画展】

年度 絵 札

平成 20年度 「しヽ」、 「ろ」、 「はJ、「に」、 「ほ」、 「へ」、 「と」

平成 21年度 「ち」、「り」、「ぬ」、 「る」、「お」、「わ」、「か」

平成 22年度 「よ」、「た」、「れ」、「そ」、「つ」、「ね」

平成 23年度 「な」、「ら」、「む」、「う」、「の」

平成 24年度 「く」、「や」、「ま」

平成 25年度 「け」、「ふ」、「こ」、「え」、「て」

平成 26年度 「あ」、 「さ」、 「き」、「ゆ」、「め」、「み」、「し」

平成 27年度 「ひ」、「も」、「せ」、「す」、「京」

民具・農具展

「むかしのくらしと農家のしごと」展

枚数

計 7枚

計 7枚

計6枚

計 5枚

計 3枚

計 5枚

計 7枚

計 5枚

展示期間：平成 28年 2月 3日（水） ～ 3月 6日（日）

季節の常設展示となりました。

当初より 町内の小学 3年生を対象に行われてい

る体験コーナーに、高学年になっても繰り返し訪れ

てくれる子どもたちと再会できることは、職員の喜

びでもあります。

毎年、足踏みミシンは大人の方にも人気がありま

す。整備してお待ちしていますので、お気軽に職員

までお声かけください。
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西浦門前遺跡庭園移築プロジェクト！庭園移築体験

平成 27年 8月 8日（土） • 9月 13日（日）・ 10月 18日（日）

「地域の歴史遺産は地域で守りつたえよう」を合言葉に、住民参加による移築プロジェクトを立

ち上げました。多くのみなさんに参加していただき、水無瀬離宮の遺跡や後鳥羽上皇の歴史を身近

に感じていただきながら、 10月の完成を目指しました。

講師には京都造形芸術大学の仲 隆裕教授にお願いし

ました。

【第 1回目】

いよいよ復元の開始です。住民の方々を始め、資料館ス

タッフが集まりました。

作業をするにあたって、先生より水無瀬離宮跡庭園遺構

について、資料館の展示をもとに説明を受けました。

この日は、庭園設計予定地へ設置に向けての測量を行い、

池に貼る石を洗い、大きさを分けて分類しました。

【第 2回目】

庭園デザインの設計を進めておきます。

その案を皆さんに見ていただき、レイアウトを現地で表

示しました。専門業者により敷地造成、 景石、滝組石の設

置を行いました。

【第 3回目】

玉石敷きや砂利敷き、植栽などの仕上げ作業を市民参加で実施しました。完成まであと少しです。

【移築庭園完成！】

庭園がやっと完成しました。

庭を造るのに、重要な役割を果たす 2つの景石、

雨で濡れると違った表情を映しだします。

白い砂利は池に張られた水を意味します。

池にたまった水は溢れ出し、滝組石の間を通っ

て、下の池へと流れていきます。

滝組石も出土状況と同様に復元できました。

資料館に来られたなら、後鳥羽上皇が眺めたこ

の池に時代への想いを馳せてください。
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体験講座

「縄文の石アート」

日程：平成 27年 7月 29日 （水） ～ 8月 1日 （土）

7月29日から 8月 1日の 4日間、子ども対象の「縄文の石アート」を開催しました。

大量の縄文時代の石器が出土した広瀬遺跡（七反畑）調査から、土といっしょに持ち帰った石器で

ない石に絵を描いてもらおうと企画し、石に和紙を貼るなどの準備をしました。

子供たちの意見は「石にいろんな絵がかけて楽しかった」「縄文時代の石に触れる機会はなかな

ないので良い経験になった」などがあり、子どもたちだけではなく、付き添いのお母さんたちも一

生懸命集中して楽しんでおられ、盛会に終わりました。

資料館ボランティアの活動報告

1期、 2期のみなさんと資料館担当職員で毎月一回の定

例会を開催しています。

資料館内外で企画される活動に参加、協力いただき特

に団体予約で説明を希望される来館者への解説や、年間

を通じて行われるコンサートの対応。また、調査現場で

発掘された遺物の土器洗い、接合作業などを体験されて

います。

今年は、「水無瀬駒のストラップづくり」や「縄文の石

アート」などの夏休み体験講座や、西浦門前遺跡庭園移

築プロジェクトにも参加していただきました。
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事業報告

企画展・催物一覧
開催日 企画展名

平成27年 4月15日（水）～ 5月17日（日） 「国登録有形文化財答申記念 l

平成27年 5月20日（水）～12月13日（日） 「西浦門前遺跡庭園遺構写真パネル展～水無瀬離宮庭園復元へ！ ～」

平成27年 7月 8日（水）～ 8月30日（日） 町内発掘調査成果速報展

平成27年10月28日（水）～11月 3日（火） 秋の企画展鳥鰍図絵師吉田初＝郎もう一つの「桜井周辺図 l

平成27年11月 2日（月）～11月 3日（火） 「水無瀬駒関連資料 l実物展示
平成27年12月16日（水）～平成28年1月31日（日） 島本の神事展「広瀬地区辻子ノ町地蔵尊」

平成28年 1月 6日（水）～ 1月31日（日） 「しまもとの郷土かるた l原画展

平成28年 2月 3日（水）～ 3月 6日（日） 「むかしのくらしと展家のしごと」

開催日 催物
平成27年 4月12日（日） 第49回コンサート「片野涼子ピアノリサイタル 1～ヨーロッパ音楽の旅～
平成27年 4月25日（土） 講演会「昭和初期の建造物 I植松清志氏

平成27年 5月 9日（土） 第50回コンサート「渡士あかねメゾソプラノリサイタル」

～イタリア帰りの魅惑の声が誘うオペラアリアと日本の歌～
平成27年 5月24日（日） 第51回コンサート「林道子ピアノリサイタルJ～風薫る季節に～
平成27年 5月30日（土） 講演会「歴史遺産とまちづくり

ー住民参加による庭園の発掘・復元・移築・管理― l仲隆裕氏

平成27年 6月 7日（日） 第52回コンサート「トランペットとピアノ舞踏音楽への諸い 1

平成27年 6月28日（日）
第53回コンサート「上田晶子ヴァイオリンリサイタル」

～ヴァイオリンで巡る世界の旅～

平成27年 7月29日（水）～8月 1日（土）
夏休み体験講座「縄文の石アート」

平成27年 8月 8日（土）、9月13日（日）
西浦門前遺跡庭園移築プロジェクト！庭園移築体験

10月15日（木）～10月18日（日）
平成27年 8月18日（水）～8月19日（木）

水無瀬駒ストラップ作り・将棋体験教室

平成27年 9月 5日（土） 第54回コンサート「光のうつろい l～碧空から夜空へ～

平成27年10月18日（日）
第55回コンサート「島本発！ ！ピアノで綴るヨーロッパ音楽の旅へ

ご一緒しませんかDartIIl音楽の都ウィーンの街へ oiano松永昌子

平成27年10月25日（日）
第56回コンサート「福井英里子ヴァイオリンリサイタル2」

～ヴァイオリンの情熱をもとめて～
平成27年11月 3日（火） 国登録有形文化財の登録記念式典
平成27年11月28日（土） I講演会「西浦門前遺跡で見つかった水無瀬離宮の庭園移築 l仲隆裕氏

平成28年 3月13日（日） 第57回コンサート「春のおとずれ 1～川合亜美ピアノリサイタル～
平成28年 3月26日（土）～27日（日） 第58回コンサートオペラ「ヘンゼルとグレーテル～ビデオによる上映会～ 1

公募による催物一覧

開催日 内容
平成27年 4月23日（木） 「合同合唱会 I童謡クラブ・歌声さろん
平成27年 5月10日（日） 「楠公父子・桜井駅の別れ680年祭」島本町楠公父子の会

平成27年 5月17日（日） 「消費者まつり」都市創造部にぎわい創造課
平成27年 5月20日（水） 「一緒にうたいませんか」島本町婦人協会童謡クラブ
平成27年 5月31日（日） 島本音楽フェスティバル
平成27年 6月 9日（火）～ 6月21日（日） 「島本の史跡と自然 lふるさと自然案内ポランティアの会
平成27年 6月23日（火） 「詩吟発表会 1市心吟詩会
平成27年 7月 1日（水）～ 7月 8日（水） 「七夕飾り l皇太竹工房

平成27年 7月 5日（日） 「手づくりコミュニティ市」島本町商工会
平成27年 8月22日（土） 「かぐや姫のタベ竹のオブジェ展示J島本竹工房
平成27年 9月27日（日） 「活動観賞会J三線の会
平成27年10月20日（火） 「一緒にうたいませんか」島本町婦人協会童謡クラブ
平成27年10月31日（土） 「活動発表会 I童謡クラブ・歌声さろん
平成27年11月 4日（水）～11月 7日（土） 「書道作品展 l脇田教室
平成27年11月 7日（土）～11月 8日（日） 日本庭園学会
平成27年11月27日（土）～11月28日（日） 大阪府立島本高等学校
平成28年 1月17日（日） 「スポーツゴミ拾い大会 lしまもとバンブークラブ
平成27年 5月～平成28年3月毎週火・木曜日 「やさい朝市農業振興団体協議会
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入館団体 日誌抄録

平成27年度 (2015) 平成27年度 (2015)

4月3日 阪急京都線観光あるき（大阪市） 4月28資料館ポランティア定例会

4月5日 京都史跡ポランティア協会（京都市） 4月12日 第49回コンサート「片野涼子ピアノリサイタルJ

4月12日 同志社女子大学（京田辺市） 4月15日 「国登録有形文化財答申記念 1(~5/17)

4月26日 さん歩会（京都市） 4月16日 楠公680年祭リハーサル

4月28日 島本町新規採用職員研修（島本町） 5団体 4月17日 セコム点検

5月1日 コープこうベカルチャー大阪北（高槻市） 4月23日 公慕による発表「童謡クラブ・歌声さろん 1

5月13日 日本セカンドライフ協会（高槻市） 4月25日講濱会「昭和初期の連造物 1（講師撞松清志氏）

5月15日 京都史跡ガイドポランティア協会（京都市） 5月7日 館内ポランティア会謙

5月22日 住吉かなえ会（大阪市） 4団体 5月9日 第50回コンサート「渡士あかねメゾ‘ノブラノリサイタル」

6月14日 大阪ワンダラーズ（大阪市） 5月10日 公募による催物「楠公父子・桜井駅の別れ680年祭」島本町楕公父子の会

6月17日 島本町初任者教員研修（島本町） 5月17日 公募による催物「消費者まつり 1都市創造部にぎわい創造謀

6月24日 乙訓歴史文学散歩の会（大山崎町） 3団体

7月11日 歩け泉北クラブ（堺市）
5月20日

西浦門前遺跡庭園遺構写真バネル展～水無瀬離宮庭園復元へ～（～12/13)

公募による発表「一緒にうたいませんか」島本町婦人協会童謡クうプ

老大25期ハイキングクラブ（高槻市） 5月24日 第51回コンサート「林道子ピアノリサイタル」

7月24日 商槻市星のクリニック（高槻市）

7月25日 神東塗料OB歩こう会（蔑中市） 4団体
5月30日

講演会「歴史遺産とまちづくりー住民参加による庭園の発掘・復元・移築・管理ゴ
（講師仲隆裕氏）

8月18日 ミレニアム2000西宮 （西宮市） 1団体

9月6日 宇治観光ボランティアガイドクラブ（宇治市）

9月8日 きらりウォーク（東大阪市）

9月10日 四條畷市立教育文化センター（四條畷市） I 
9月23日 宇治観光ポランティアガイドクラブ（宇治市） I 
9月25日 日本電池OBの会（京都市）

9月26日 長岡京市ポランティアガイドクラブ（長岡京市）

大阪オレンジクラブ一歩会（高槻市） 7団体

10月3日 中局年歩こう会（界都市）

大阪和工会（枚方市）

I 
10月8日 島本町年長者学級（島本町）

10月23日 歩こう会（草津市）

山笑会（枚方市）

放送大学兵庫歴史同好会（神戸市） I 10月25日 東海道歩こう会（高槻市）

5月31日 公暮による催物島本音楽フェスティバル

6月4日館内ポランティア会謙

6月7日 第52回コンサート「トランペットとピアノ霧踏音楽への誘い」

6月9日 公茎による催物「島本の史跡と自然」ふるさと案内ポランティアの会(-6/21)

6月23日 公募による発表「詩吟発表会」直新吟詩会

6月28日 第53回コンサート「上田晶子ヴァイオリンリサイタル1

7月1日 公募のよる催物「七夕筋り」島本竹工房(~7/8まで）

7月2日館内ポランティア会謙

7月5日 公募による催物「手づくりコミュニティ市」島本町商工会

7月7日 消防訓練

7月8日 「町内発掘請査成果J速報展(-8/30)

7月29El夏休み体験講座「縄文の石アート」 (~8/1)

8月8日 西浦門前遺跡庭園移築ブロジェクト①

8月18El将棋教室・水無瀬駒ストラップ作り(~8/19)

8月22日 公喜による催物「かぐや姫のタベ竹のオブジェ展示」島本竹工房

10月29日 ダイハツOB会（島本町） 8月27日 館内ボランティア会謙

10月31日 小右記講座の会 （宇治市） 9団体 9月58第54回コンサート「光のうつろい—碧空から夜空ヘー」

11月4日 「楠木正成をたずねて」の会（滋賀県） 9月13日 西浦門前遺跡庭園移築ブロジェクト②

11月7日 阿武野コミュニティセンターハイキングの会（高槻市）
I 11月8日 大翔岳風会（島本町）

10月1日 資料館ポランティア定例会

10月6日 西浦門前遺跡庭園移築プロジェクト／下地工事

11月27日 ええとこしまもとパスツアー （島本町）

11月28日 大山崎町歴史資料館（大山崎町） 5団体

12月13日 富田恒康守る会（高槻市） 1団体

1月8日 山崎保育園（島本町）

1月10日 いざ登る会（京都市）

1月22日 上牧たちばな会（高槻市）

1月28日 グルメ歩こう会（池田市） 4団体

2月5日 町 立 第 三 小 学校三年生（島本町）

2月9日 町 立 第 一 小 学校三年生（島本町）

2月10日 町 立 第 四 小 学校三年生（島本町）

2月12日 町 立 第 二 小 学校三年生（島本町）

2月19日 歴史探訪講座の会（＝重県津市） 5団体

3月6日 歩こう池田五月会（池田市）

3月15日 京都近江自然文化クラブ （京都市）

3月21日 いきいきフレンド歩こう会（大山崎町）

宮水ウオーク （西宮市）

3月23日 朝日カルチャーセンター （京都市）

3月31日 近畿ウォーキング笑会 （大阪市） 6団体

10月7日 消防立入検査
第55回コンサート

10月18日 「島本発！ ！ピアノで綴るヨーロッバ音楽の旅へご一緒しませんかPartII」

西浦門前遺跡庭園移築プロジェクト③

10月20日 公募による発表「島本町婦人協会童謡クラブ1

10月25日 第56回コンサート「福井英理子ヴァイオリンリサイタル21

10月28日 秋の企画展鳥酌図絵師吉田初＝郎もう一つの「桜井周辺図」(-11/3)

10月31日 公募による発表「活動発表会」童謡クラブ・歌声さろん

11月2日 「水無瀬駒関連貧料」実物隈示(-11/3)

11月3日 国登蘇有形文化財登緑記念式典

11月4日 公募による展示「書道作品展J脇田教室(~11/7)

11月5日 責料館ポランティア定例会

11月7日 公募による催物 日本庭園学会

11月8日 公募による研究発表会「日本庭園学会」

11月27日 公募による催物大阪府立島本高校(-11/28)

11月28日 講演会「西浦門前遺跡で見つかった水無瀬離宮の庭園移築」（講師仲隆裕氏）

12月3日 資料館ポランティア定例会

12月16日 島本の神事展「広瀬地区辻子ノ町地蔵尊」(-1/31)

1月6日 「しまもとの郷土かるたJ原画展J(~¥/31)

1月17日 公募による催物「スポーツゴミ拾い大会Jしまもとバンブークラブ

年間 54団体入館
1月21日 責料館ポランティア定例会

2月3日 「むかしのくらしと農家のしごと r(-3/6)

3月3日 資料館ポランティア定例会

3月13日 第57回コンサート 「春のおとずれ川合亜美ビアノリサイタルJ

3月26日 第58回コンサートオペラ「ヘンゼルとグレーテル～ピデオによる上映会～ 1(~3/27)
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利用状況

平成 27年度入館者数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
一般入館者数 891 1789 909 985 751 864 1065 974 535 759 631 
講演会等受講者数 36 28 

゜
18 97 8 16 24 

゜゜
313 

コンサート入館者数 78 253 1 6 1 

゜゜
46 247 

゜゜゜゜総入館者数 1005 2,070 1,070 1,003 848 918 1,328 998 535 759 944 

入館者数（人）

2,500 

＇ 
2,000 

にZ

1,500 

＇ 

＝ 
1,000 l 

z 
彦多乙忽

-
し

500 ＇ ＇ 
＇ 

゜

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

寄贈•寄託

平成 27年度は 182点の寄贈をいただきました。ありがとうございました。

内容 点数 内容

水筒、おひつ等 4 帽子、軍帽

電子オルガン 1 楠公父子像

将棋盤ー式 2 輪

足踏みミシン 1 文書

3月 計

804 10,957 

゜
540 

124 909 

928 1 2,406 

ロコンサート入館者数

ロ講演会等受講者数

ロ一般入館者数

点数

4 

2 

1 

148 

薬秤ー式 1 島本町史、アルバム、書籍等 18 

I合計 三
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受入れ図書

発 行 刊 行 物 名 発行 刊行物名

池田市教育委員会 池田市埋蔵文化財発掘調査概報2014年度 貝塚市教百委員会 貝塚市埋蔵文化財詞査報告第83集貝塚市遺跡群発掘謁査概要37

生駒市教育委員会 生駒市内遺跡発掘団査概要報告書 2014年度
柏原市教育委員会

柏原市の文化財（指定文化財、登蘇文化財編）
.................ー．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・-.............................・-・ --・・... ・--... 

泉大津市埋蔵文化財発掘詞査概報32 柏原市内遺跡群発掘貌査概報平成24(2012)・25(2013)年度
• -------――-―――・――・―・ • • -------—--------•し彎•---—- -------• -----．---●----．ー・ク-------”-0--土

泉大津市教育委貝会 平成24年度池上苫根史踪公園協会要覧
柏原市立歴史資料館

柏原市古文書調査報告書第十集河内国安宿部郡国分村南西尾家文
--．-．-• ---·—ユーー 『 ．＿ .• ——----• --.＂―------．---,---------^ •---・ら...．〒--^・ •-~ • -·—..-••——-- • ----

書目蘇 Il泉大津市埋蔵文化財発掘詞査概報34

泉泉佐佐野野市市埋埋蔵蔵文文化化財財発発掘掘関関査査概概要要 第第•7776号号 " .. ．- .．．・ヽ

柏原市立歴史資料館

大平和成 2• 河7 年内度を~つ夏な--季ぐ企道画-亀展-の木瀬--簡-の-紀歴--行史--ー-安~堂遺--跡---の-木---簡-一~---------
~ ~ ~ -- ----- ・ ク・

泉佐野市教育委R会
三軒屋遺跡 柏原市立歴史資料館だよりゴンドラ

・ー・ュ— - --•• ---------,. ----•一

泉佐野市埋蔵文化財発掘関査概要第78号 柏原市立歴史責料館館報第27号ー2014年度一

泉佐野市埋蔵文化財発掘詞査概要平成26年度 交野市埋蔵文化財関査報告2014-r 私部城跡発掘詞査報告

日根荘遺跡(DVD) 交野市埋蔵文化財調査報告2014ー［平成26年度交野市埋蔵文化財発

泉佐野市教育委員会 交野市教育委員会 掘詞査概要

教育総務謀
日根荘ガイドブック

交野市民俗文化闘査報告書2014-［ 交野市の民具資料収蔵目録第

泉佐野市教育委貝会 3集 養 蚕 用 具 漁揆用具

大阪府教育委員会
奥家住宅総合課査報告書

歴史の道高野参詣道三谷坂整備報告書

和泉市 信太山地域の歴史と生活 かつらぎ町教育委貝会 和歌山梨伊都郡かつらぎ町文化財訊査報告書第8集平成25年度かつ

和泉市いずみの国歴史館要覧10年のあゆみ平成21年度要覧付 らぎ町埋蔵文化財調査年報

和泉市 和泉市いずみの国歴史館要覧平成23年度
河南町教育委員会

河南町文化財詞査報告第4冊芹生谷遺跡・石塚古墳群スーパーセン

いずみの国歴史館・ 和泉市いずみの国歴史館要覧平成24年度 ターオークワ河南店達設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査

和泉市教育委員会 和泉市いずみの国歴史館要覧平成25年度 平安京左京二条四坊五町跡・烏丸丸太町遺跡ー百足屋町集合住宅建設

和泉市いずみの国歴史館要覧平成26年度 に伴う埋蔵文化財発掘関査報告書ー

和泉市埋蔵文化材調査報告第8集軽部池遺跡発掘閤査報告書一 株式会社イピソク 平安京左京八条二坊三町跡ー南夷町集合住宅達設に伴う埋蔵文化財発

ラーパン和泉達設工事に伴う発掘詞査一 掘詞査報告書
和泉市教百委員会

和泉市埋蔵文化材発掘調査概報25 伏見城跡—集合住宅達設に伴う埋蔵文化財発掘綱査報告書ー

大1!!1遺跡 13-797地点の発掘関査 株式会社日開調査
嵯峨野高田町遺跡

猪名川町文化財調査報告書5 多田鉗銀山遺跡（銀山地区） 設計コンサルタント
猪名川町教育委員会

詳細闘査報告書 大学の扉を開く
1l11西大学博物館

中条小学校遺跡発掘調査報告書（本文編） 肝陵

中条小学校遺跡発掘謁査報告書（分析考察編）ー立命館大学大阪いば かんさい・
ll!l西圏大学ミュージアム連携活性事業／交流する大学ミュージアムを目

らきキャンパス建設に伴う発掘課査報告書ー 大学ミュージアム
指して事業実施報告書大学の扉を開く

茨木市教育委貝会 中条小学校遺跡発掘課査報告書（写瓦図版編）ー立命館大学大阪
連携実行委員会

いばらきキャンパス建設に伴う発掘調査報告書ー
岸和田市、

松ケ本南遺跡発掘関歪報告書ー立命館大学大阪 岸和田市教育委R会、 岸和田市文化賞第27回濱田膏陵賞受賞式

いばらきキャンパス建設に伴う発掘調査報告書ー 朝日新聞社

大阪狭山市教育委貝会
狭山池築造1400年・狭山藩誕生400年記念特別展狭山藩北条氏 岸和田市埋蔵文化財発掘調査報告書13 尾生遺跡ー尾生・久米田土

一戟国大名小田原北条五代の末裔一 地区画整理事業に伴う発掘閲査報告書―

大坂大学
大坂大学適塾記念センター所蔵適塾関係資料目録

岸和田市教育委員会 岸和田市文化財説査概要 41 平成26年度発掘詞査概要

適塾記念センター 岸和田市埋蔽文化財発掘関査報告書 14 大町遺跡ー（仮称）久米田地

大阪大学 区市民センタ一新築工事に伴う発掘調査ー

総合学術博物館
大阪大学総合学術博物館年報 2014

京都市内遺跡試堀調査報告平成26年度

大阪大学大学院 京都市文化市民局 京都市内遺跡発掘調査報告一平成26年度一—

文学研究科 西山1号窯ー箱窯跡群における瓦陶兼業窯の講査ー 京都市内遺跡詳細分布詞査報告平成26年度

考古学研究室 京都橘大学文学部 京都橘大学歴史遺産調査報告 2014

大阪府教育委貝会文化財調査事務所年報18 京都橘大学大学院 京都橘大学大学院研究論集文学研究科第13号

寺田遺跡lV—府営和泉寺田住宅達て替えに伴う発掘調査ー 六本木三丁目東地区
港区内近世都市江戸関連遺跡発掘謁査報告57 常陸下館藩石川家屋

狭山藩陣屋跡 Ilー一般道河内長野三原繰の交通安全事業に伴う発掘調 市街地再開発粗合
敷跡遺跡発掘調査報告書

査ー 共和開発株式会社

大阪府教育委員会 和泉寺跡・府中遺跡m—都市計画道路大阪岸和田南海繰整備事業に伴
熊取町教育委貝会

熊取町埋蔵文化財調査報告第56集熊取町遺跡群発掘課査概要

う発掘詞査ー 報告書・xxvn

東奈良遺跡ー府営茨木東奈良住宅エレヘ・ーター設置事業に伴う発掘詞査 公益財団法人大阪府文化財センター調査報告書第249集八尾市---． ． • ． •- . • • ー• — ---- -= ---- ---- ．-- --——--—っ・一・- ·-··-------·- . -幽 -·- 公益財団法人
安威城跡皿＿主要地方道茨木亀岡線道路整傭工事に伴う発掘講査ー

大阪府文化財センター
田井中遺跡3 陸上自衛隊八尾駐屯地格納庫建替えに伴う埋蔵文化発

・ヽ..
掘調査報告書

芹生谷遺跡W

太井遺跡発掘調査概要・m 公益財団法人 京都府埋蔵文化財情報第127号
大阪府教育委員会・ ----• ------———- ----• ·—コ—.-• ----• • -• --• • ・・ー• • — し~ • ---＇ー・・ー• -• • • --- • - • - ~· ~.、~．

河内長野市教育委貝会
鳩原遺跡他発掘謁査概要 京都府埋蔵文化財 京都府埋蔵文化財.情報第128号- ． -
---- ••- - • ------• ----- —· _―ー ー ― ー-•--•幽~----つ--••一――●9-• -------...-つ-• _ •一― · .----- 詞査研究センター
鳩原東端遺跡発掘調査概要 京都府埋蔵文化財情報第129号

大阪府立 近つ飛患t専物館館報I8 公益財団法人八尾市
平成26年度 （公財）八尾市文化財請査研究会事業報告

近つ飛只博物館
・・・--ヽ ---•- -ニ•-----• --• ------・ • -------ヽ・• --•—---• -• -• ----• • ------F --―ヽ•--• •す—·• ’ ●·· ·· ·· ··-•-」•‘‘`' ·•コ～•-

文化財貌査研究会古代出雲とヤマト王権～神話の国の考古学～

弥生溝物館要覧平成25年度 ゴーランド・コレクション
大英博物館ゴーランドコレクションの調査から·--·--·--·----------- ----------- ·-··-· ··-·-----·--··-·---·- •· ·- ·····--···- ·-···-··-· 

調査プロジェクト―女王創出の現象学一卑弥呼. --... -...... -........................ --......................... -.. -. -... -..... 

大阪府立 海をみつめた縄文人ー放生津潟とヒスイ海岸 国立民族博物館 月刊みんばく
. --.. --. -..ー・... -. -. ---... ----... --.. ---. -.. --. -. -. -. -. -..... -... ---. -...● ●ー・・・-...

弥生文化博物館 遺跡へ行こうその1一支国海の王都原の辻遺跡 堺市埋蔵文化財調査概要報告147 堺環濠都市遺跡(SKT¥029)発掘関
----・・--------------------------------------------------------------------・-・・-・-
遺跡へ行こうその2 砂浜に抱かれた弥生の廷地土井ヶ浜遺跡 査概要報告ー堺市熊野町東2丁所在
·········---・・・ー・——•--• --• --・・---・・・・----・・-・--・-------・・.....ー・・●ー・..-. -.—• --.. -. -. . ・・・・・・・-----・---------・・ -・・-・・・・・-・・・・・-.. --・ ・-... ・・・・・・・-・・・・・・..... --・------・--・-
博物館へ行こうその3 八尾市立しおんじやま古墳学習館 堺市埋蔵文化財調査概要報告148 平成24・ 25年度市内遺跡発掘・立

大山崎町歴史資料館館報19号 会調査概要報告
大山崎町歴史資料館 .......... ---. --...... -... -.. -....ー・・・・・・・・・・・・-・・---・-・・・・・・・・.............. +... . ・・・・-・・-・・・・--------・--・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・-・・-・・・・・・・ ・--・・-・・・・・・・・-・-----・・・・-・・ 

河陽離宮と水無瀬雌宮 堺市教育委員会 堺市埋蔵文化財詞査概要報告149堺環濠都市遺跡(SKTl080)発掘調

岡山市埋蔵文化財センター年報14-2013年度ー 査概要報告ー堺区櫛屋町西1丁目所在ー
............................................．ー・・・・.................................. ... -.............................. -................... ・-........... -.............. 
幡多廃寺ー1日傭前国上道郡所在の古代寺院の発掘閲査報告ー 平成25年度国庫福助事業発掘調査報告書
---・------------------------------・-・-------------- -----------・-・-・・-・--・--------- ...................●ー・ ・・ • -----------..．．．．．．.......................... ... ...... 

岡山市教育委員会
塩納遺跡B地点 四ツ池遺跡その8 昭和49年度、昭和53年度発掘調査報告書.................................................................................... 

（図版編）岡山市埋蔵文化財センター研究紀要第7号
------------------------------------・-------------------- -------------------------
上伊福（済生会刈I跡1 岡山済世会総合病院女子寮達設に伴う発掘調

岡山市教育委貝会
酒屋谷遺跡

査
----・-------------------------・--・---------------・-----. --・------・----------------
千足古墳

貝塚市教育委員会
かいづか文化財だよりテンプス 56号 乙訓の

乙訓文化遺産20号--. ----------------------------------------------------. ---. --. --. -. -----. -----. -. 
文化遺産を守る会かいづか文化財だよりテンプス 57号

17 



発 行 刊行物名 発行 刊 行 物 名

堺市埋蔵文化財諜査概要報告150堺環濠都市遺跡(SKT1098)発掘謁 公益財団法人
査概要報告ー堺区宿屋町束1T目所在ー 長岡京市 長岡京跡右京第1019次発掘詞査報告
------------------------------------------------------------.. ----------. --. -. --. -

埋蔵文化財センター
堺市埋蔵文化財諒査概要報告151 堺環濠都市遺跡(SKT1094)発掘詞

査概要報告ー堺区神明町西1丁目所在ー
独立行政法人

埋蔵文化財ニュース 158
―̀―--------．．s------.... - --．．ら•-------------．．．．．-----------．．．．． 

堺市埋蔵文化財詞査概要紐告152 余部日醤荘発掘詞査概要報告ー 国立文化財機構 埋蔵文化財ニュース 159

HKS28・東区高松所在一 奈良文化財研究所
-. --. -----. -・ -------------. -. ----------------------------------------------・------
埋蔵文化財ニュース 160

-----------------. ----. -. -. -. -------------------------------------------. ---------. 埋蔵文化財センター ・・-・ ・--・ ·-···-..................—• -----------------------------••• --------• -----
国指定史跡百舌島古墳群保存管理計画 埋蔵文化財ニュース 161

・ •、

平成26年度国庫補助事業発掘講査報告書
・し西西^~宮宮市市・-立立-混郷-土資料館ニュース 第41号 ・ • -． . .. ^•幽~．~・ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ． ~ ~ ~ ~ ~ ~....~ ~. ~.. . ~ ~.... ..^ 

百舌，!,¥古墳群の調査8 土女料館ニュース第42号

堺市教育委員会 堺市埋蔵文化財講査概要報告153長山古墳(NGYK-1)発掘網査概要
西宮市立郷土貧料館

収蔵資料目録第七集..ヽ●教育史資料

報告ー堺区協和町1T所在一
...．．．．．.．.．．.．.．．.．．．．．．．．．．．..．.．.．．．．.．----------------------・ • • ----・ • -・ • ------
西宮歴史課査団年報 2013年度版

堺市埋蔵文化材蝸査概要報告154堺環濠都市遺跡(SKT1087)発掘謁査 西宮市立郷土資料館ニュース第43号

慨要報告ー堺市街屋町東3丁一 阪神沿線ごあんないーにしのみやの郊外生活ー

堺市埋蔵文化財詞査概要報告155平成25・26年度市内遺跡立会訊査 寝屋南地区土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

概要報告 歴史シンポジウム資料緑立つ道の遺跡たちー第二京阪道路関連遺

四ツ池遺跡その8 昭和49年度、昭和53年度発掘課査報告書 跡の調査を統括する一

（本文編）
国内史容跡確高認宮発廃寺跡

堺市埋蔵文化材詞査概要報告156 環濠都市遺跡(SKTl117)発掘詞査 寝屋川市教育委員会 掘訊査概要 ll - -
概要報告ー堺区戎之町東1丁所在一 都市計画道路寝屋川駅前繰整備に伴う埋蔵文化財発掘詞査報告書

堺の文化財百舌烏古墳群 寝足南遺跡
堺市文化観光局文化部

第4回百舌烏古墳群講演会記録集 巨大古墳あらわる～履中天皇陵古 高宮八丁遺跡m
文化財課

墳を考える堺市文化材講演会録第七集 歴史シンボジウム資料石宝殿古墳再考

狭山池博物館 近世狭山池絵図 寝屋）II市地域文化遺産
明和地区のだんじり祭り

三栄企画 芸術鑑賞会英語落語鑑賞会福団治ばなし艦賞会 活性化実行委貝会

四條畷市 四條畷市史第五巻（考古編） 羽曳野市内遺跡詞査報告書一平成23年度一羽曳野市埋蔵文化財関

四條啜市文化財関査年報第2号 羽曳野市教育委貝会 査報告書74
四條畷市教育委員会

四條畷市文化財請査報告第51集四條畷市文化財詞査年報第2号 古市遺跡群XXXVI 羽曳野市埋蔵文化財課査報告書75

四條畷市教育委貝会・寝 讃良群条里遺跡イオンモール四條畷建設にかかる文化財発掘課査報 阪南市教育委員会 阪南市埋蔵文化財報告53 阪南市埋蔵文化財発掘謁査概要32

屋川市教育委員会・公益 告書第一分冊 東大阪市立煽土博物館 東大阪の寺跡と信仰

財団法人 讃良群条里遺跡イオンモール四條畷建設にかかる文化財発掘詞査報 川辺郡猪名川町における多田院御家人に関する調査研究
大阪府文化財センター 告書第二分冊 兵庫県歴史文化遺産

多田院御家人の家一槻並田中家一～はじめて明かされる多田院御家
活用活性化実行委員会

宗教法人 人～
史跡観心寺損本院地区整傭工事報告書

親心寺・ 大阪府 特別史跡百済寺跨一本文編一

宗教法人青i泉寺 名勝龍泉寺庭園事業実績報告書平成21年～25年度保存整傭事業 特別史跡 百済寺踏ー写真図版編一

吹田市立博物館 吹田市立博物館館報15 枚方市文化財紐査報告書72集特別史跡百済寺跡平成24年度確認註

全国史跡整備 査概要

市町村協謙会
全史協50年のあゆみ

枚方市文化財課査稼告書73集枚方市埋蔵文化財発掘詞査概要

泉南市遺跡群発掘翡査報告書XXXIl 2012 
泉南市教育委員会

泉南市文化財謁査報告書第五十五集
枚方市教育委貝会

枚方市文化財関査報告書75集大阪府史跡 田口山遺跡ー平成22~24

太子町立竹内街道 年度範囲内容確認翡査報告書

歴史資料館
太子町立竹内街道歴史資料館館報第16号平成21年度

枚方市文化財翡査報告書76集特別史跡百済寺跡平成25年度確認詞

大東市埋蔵文化財謁査報告第39集共同住宅達設に伴う寺川遺跡発 査概要

大東市教育委員会 撓請査報告書ー大東市寺川5T目所在一 枚方市文化財謁査報告書77集枚方市埋蔵文化財発掘課査慨要

大東市史編纂史資料集4 平野家会所文書Il 2013 

高石市教育委貝会 高石市文化財関査概要2014-1大固遺跡他の発掘謁査慨要 枚方市文化財請査報告第79集枚方市埋蔵文化財発視請査概要

高槻市文化財謁査漑要42 嶋上遺跡群39 2014 
高槻市教育委員会

高槻市文化財年報平成25年度 藤井寺市発提翡査概報第12号はざみ山遺跡・古市大溝

高槻市教育委員会
藤井寺市発掘翡査概報第14号

文化財課 高槻市文化財顕査報告書第33冊田能神宮寺伝来聖観音菩薩立像 藤井寺市発掘籾査概報第15号

高槻市立 山手町藁師堂伝来薬師如来座像 藤井寺市発掘鵡査概報第16号
しろあと歴史館

藤井寺市教育委貝会 藤井寺市発掘請査概報第17号

高槻市立埋蔵文化財謁査センター開設40周年記念特別展たかつの発 藤井寺市発掘翡査概報第18号

掘史をたどる附編・高槻市天神町所在『昼神車塚古墳』 石川流域遺跡群発掘訊査報告XXX

高槻市立 平成27年度夏季企画展［シリーズハニワールドヘようこそ】大王墓にみ 藤井寺市発掘翡査概報第19号

今城塚古代歴史館 る動物埴籟 藤井寺市発掘謁査概報第20号

平成26年度夏季企画展（シリーズハニーワールド）大王の儀礼の場 文化財畳保存会 文化財用畳資材図請

ー今城塚古墳に見る家・門・塀の埴輪ー 文化遺産を活かした地域活性化事業一文化遺産を次世代へ継ぐ魅力あ
文化庁

る地域ヘ一しろあとだより第11号

高槻市立
大阪の修験と西方浄土 神峯・葛城山と日想観の山寺 文化庁

史跡等・重要文化的景観・マネジメント支援事業

しろあと歴史館 高槻市立しろあと歴史観第32回企画展江戸時代の科学と技鉄砲と和 文化財部記念物課

時計 一澤田平コレクション展一 堕堕蔵文化財関査年報12ー平成25年度の請査ー
l . - • 

しろあとだより第12号 平成27年度港区指定文化財平成27年10月14日指定

田尻町教育委員会 田尻町文化財紐査報告第22集 田尻町内遺跡群発掘講査概要15 港区教育委員会 戌 区近世寺院跡遺跡調査報告書ー不時発見寺院跡遺跡の発掘詞査

長門萩藩毛利家屋敷踏遺跡発概詞査報告書
だんじりを活かした地域

『だんじりを活かした地域共働事業』藉告書
----------------------------------------------------------------------------------

共働事業実行委貝会
平成26年度港区指定文化財平成26年10月15日指定

資料館だより第76号20159 30 

遵竪れた馬と渡来—·人 •一ー・ ・— 港区立港郷土資料館 資料館だより

近つ飛鳥博物館 大阪府立近つ飛鳥博物館だより 43 研究紀要17平成26年度
------・ -... --------・-. -. --. ---------------------------------------------------------
ワカタケル大王の時代～ヤマト王権の成熟と革新～ 向日市文化資料館 向日市文化資料館特別展 乙訓の西国街道と向日町

帝塚山大学
1しl最帝、塚新研山大究学行考基古．、の学考研古究学所研究報告 一 ・

匹 市内遺跡平成26年度発掘讀査軸告書

考古学研究所 幸水遺跡（第4-2次）発掘謁査報告書........................................... -... --.. --. --.... -. -..................... 
帝塚山大学付属博物館 帝塚山大学附属博物館報 X 出垣内遺跡（第3次）発振翡査報告書

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
豊島北遺跡第6次発揺謁査報告書

八尾市教育委員会
史跡石清水八幡宮境内史跡等・登蘇記念物・歴史の道保存整傭事業報.................................................................................... 
告書豊中市教育委員会 曽根遺跡第13次発掘諒査報告書

-----------------------------------------------------・・・-------------------------- .. ・-・・・・・・・・・・.............. ・・・・・・・・・-・・・---・-・-- · --·--·ー・・•-.．．．．．．．．.．．．．．．．．．．．.. 
文化財ニュース豊中 平成25年度国庫情助事業発掘関査報告書.................. -............................................ -... ----. --. ---.. -・ -. 

富田林市教育委貝会
喜志遺跡w 史跡松花堂およびその跡史跡等・登蘇記念物・歴史の道保存整傭事業................................................................................... 

報告書富田林市内遺跡群発掘紐査報告書

’• 長岡京市教育委員会
長岡京市文化財請査報告書第68ffll れ谷大学文学部

莉谷大学 考古学実習． ．．．．．．． ． ．．．疇• -.．．...．．.．．．------------• --------• -------• ---------• ------... ------... 
考古学実習室史跡恵解山古墳保存・整備事業報告書
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町指定文化財一覧

島本町文化財保護条例が平成 20年 7月 1日に施行されました。

島本町文化財保護審議会にて審議いただき、下記の文化財を指定しました。

平成 21年度

名称：

指定日：

所有者 ：

所在地：

種類：

種別：

員数：

時 代

島本町指定文化財第 1号

水無瀬駒 関連資料
平成 21年 4月 14日

水無瀬神宮（個人）

広瀬三丁目

有形文化財

美術工芸品（歴史資料）

小将棋（漆書・八十ニオ銘）

一揃合計 39枚飛車が欠落

中将棋（墨書・八十六才銘）

一揃合計 91枚歩兵が欠落

中将棋（漆書）残欠四枚

象戯圏一巻、附象戯圏

安土桃山時代

一巻

平成 24年度

名 称 ：
指定日：

所有者：

所在地：

種類：

種 別 ：

員数：

品質・形状 ： 

法
時

量

代

島本町指定文化財第4号

勝憐寺薬師如来立像
平成 24年 4月 1日

勝幡寺

山崎四丁目

有形文化財

美術工芸品（彫刻）

1躯

ヒノキ材 ・割矧ぎ造りか・
彫眼 ．漆箔仕上げ

像高 150. 1cm 

鎌倉時代

度

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

年

称

日

者

地

類

別

数

状

2

形

定

有

在

2
 

成

質

平

名

指

所

所

種

種

員
品

島本町指定文化財第 2号

神像（伝聖徳太子七歳像）

平成 22年 4月 5日

若山神社

大阪市立美術館

有形文化財

美術工芸品（彫刻）

1躯

ヒノキ材・一木造り・

彫眼・彩色仕上げ

像高 35.8cm 

平安時代後期

寄託

法
時

量
代

平成 26年度

名 称 ：

指定日

所有者

所在地

種類

種別

時代
品目

島本町指定文化財第 5号

勝播寺元三大師みくじ

関係資料ー式

平成 26年 4月 1日

勝播寺

山崎四丁目
有形文化財

民俗（有形民俗）

江戸時代（一部推定を含む）

みくじ箋の版木、みくじ箱、

みくじ竹、みくじ箪笥

平成 23年度島本町指定文化財 第 3号

名 称 宝城庵薬師如来立像
指定日 平成 23年 4月 1日

所有者 宝城庵

所在地 桜井三丁目

種 類 有形文化財

種 別 美術工芸品（彫刻）

員 数 1躯
品質・形状 ヒノキ材・一木造り・

彫眼・彩色仕上げ
法 量 像高 96.5cm 

時 代 平安時代後期

平成 23年度島本町指定文化財第 1号追加

名 称 将基馬日記
指定日 平成 23年 4月 1日

所有者 水無瀬神宮（個人）
所在 地 広瀬三丁目

種 類 有形文化財

種 別 美術工芸品（歴史資料）

時 代 17世紀初期

員 数 一冊

平成 27年度

名称：

指定日：

所有者：

所在地：

種 類 ：

種 別 ：

法量：

時 代

島本町指定文化財第 6号

須恵器大甕 1口

平成 27年 4月 1日

島本町教育委員会

桜井二丁目

有形文化財

美術工芸品（考古資料）

ロ径 52. 6 cm 

器高 105. 0 cm 

最大胴部径

（底部から 65.9 cmの地点）
容量 522.6Q 

奈良時代末期から
平安時代初頭
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